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馬
場
佐
十
郎

の

ロ
シ
ア
語
書
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和
解
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ゴ
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ヴ
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ン
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…学
以
甚別

平
野

満

は

じ

め

に

1

幕
府
天
文
台
の
蛮
書
和
解
御
用
の
局
に
あ

っ
て
、
外
国
地
誌
取
調
お
よ
び
外
国
文
書
の
翻
訳
に
あ
た

っ
て
い
た
馬
場
佐
十
郎
が
、
幕
府

の
命
を
う
け
て
、

ロ
シ
ア
人
捕
虜
ゴ

ロ
ヴ

ニ
ソ
か
ら

ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
我
が
国
初
の
ロ
シ
ア
語
文
法
書

『
文
法
規
範
』
を
成
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
佐
十
郎
と
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
と
の
出
会
い
は
文
化
十
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿

は
、
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
と
出
会
う
前
の
佐
十
郎
の
ロ
シ
ア
語
の
語
学
力
を
う
か
が
え
る
新
史
料
を
紹
介
し
、
日
本
の

ロ
シ
ア
語
事
始
の

一
端

を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
史
料
と
は

『
北
辺
紀
聞
』
と
題
す
る
写
本

一
冊
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
は
十
三
丁
か
ら
成
る
北
川
整
備
著

『隊
器
用
之
巻
』
が
合

朋
さ
れ
て
い
る
が
、
天
地
の
寸
法

(
二
六
五
ミ
リ
)
も

『
北
辺
紀
聞
』
よ
り

一
〇

ミ
リ
短
く
、
内
容
的
に
も
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
も
の

と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

一
切
言
及
し
な
い
。
毛
利
侯
爵
家
旧
蔵
の

一
本
で
現
在
は
明
治
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
る

〔請
求
番
号
二

一
〇
五
九
一
七
三
〕
。
茶
色
の
格
子
縞
の
紋
様
が
あ
る
表
紙
で
四
針
眼
。

縦
二
七
五
x
横

一
九
八
、・・
リ
。
表
紙
左
上



方

に
直
接
墨
書
で

「北
辺
紀
聞
」
と
あ
る
。
表
紙
に
は
毛
利
侯
爵
家
の
蔵
書
を
示
す

「
侯
爵
毛
利
家
文
庫
」
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
る
。

扉
に
も

「
北
辺
紀
聞

全
」
と
さ
れ
、
「聞
」
と

「全
」
の
間
に
右
に
寄
せ
て

「ず
」
の
朱
筆
が
あ
る
。
ま
た
、
蔵
書
票
ら
し
き
朱
色
で
印

刷
さ
れ
た
枠
が
ほ
ん
の
少
し
残
る
紙
片
の
剥
が
さ
れ
た
白
い
跡
に
割
り
印
の
よ
う
に

「明
治
改
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
扉
の
右
上

に
は
縦
長
の
長
方
形

の
紙
片
が
剥
が
さ
れ
た
跡
が
残
る
。
後
表
紙
に
あ
た
る
部
分
に
も
朱
色
で
枠
ら
し
き
も
の
が
印
刷

さ
れ
る
紙
片
の
切

れ
端
が
残
る
。

こ
れ
ら
は
、
お
そ
ら
く
毛
利
侯
爵
家
の
蔵
書
で
あ

っ
た
際
の
整
理
に
関
わ
る
も
の
だ
ろ
う
。
扉
に
は
、
「
昭
和
2
7
.
2

.

5
」

の
日
付
で
受
け
入
れ
た
こ
と
を
示
す

「
明
治
大
学
附
属
図
書
館
」
の
受
け
入
れ
印
が
捺
さ
れ

る
。

『北
辺
紀
聞
』

の
内
容
は
以
下
で

あ
る
。

①

「
文
化
八
年
辛
朱
夏
蝦
夷
地
え
魯
西
亜
人
渡
来

一
件

(
六
月
朔
日
此
方
よ
り
異
国
船
え
遣
候
片
仮
名
文
字

二
而
認
候
書
付
写
)
を
付

す
」
(八
丁
)

②
奈
佐
瀬
左
衛
門

「
ク
ナ
シ
リ
嶋
ト
マ
リ
澗
内
に
異
国
船
渡
来
仕
候

二
付
、
南
部
家
井
詰
合
同
心
会
所
之
者
共
相
集
為
打
払
且
上
陸
之

異
国
人
取
押
候
始
末
申
上
候
書
付

(未
六
月
)」
(九
丁
半
)

③

大
嶋
栄
次
郎
に
よ
る
捕
虜
八
人
か
ら
聴
取
し
た
姓
名
お
よ
び
役
名
等
、
お
よ
び
出
帆
か
ら
捕
ら
わ
れ

る
ま

で

の
経
過
の
事
情
聴
取

(表
題
な
し
)
(五
丁
半
)

④

馬
場
佐
十
郎

「辛
未
魯
西
亜
書
簡
和
解
」
(未
十
月
)
」
(五
丁
)

⑤

馬
場
佐
十
郎

「
片
仮
名
に
て
相
認
候
魯
西
亜
文
井
和
解
」
(五
丁
)

⑥

正
月
十
五
日
先
達
而
上
置
候
書
簡
文
字
ア
ベ
セ
類
寄
え
松
前
表

二
而
異
人
え
通
弁
認
載
候
書
壱
冊

(表
題
な
し
)

(九
丁
)

⑦

馬
場
佐
十
郎

「
魯
西
亜
文
大
意
和
解

・
魯
西
亜
大
意
」
(
四
丁
)

⑧

二
月
十
八
日
松
前
奉
行
同
心
上
原
熊
次
郎
魯
西
亜
書
簡
通
弁
書
、
佐
十
郎
え
為
見
合
御
下
ケ

(表
題
な
し
)
(
二
丁
)
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⑨
馬
場
佐
十
郎

「
魯
西
亜
文
和
解
之
儀

二
付
奉
申
上
候
書
付

(申

二
月
)」
(
一
丁
)

⑩

「
ラ
シ
ョ
ワ
人
款
状
」
(
六
丁
)

⑪

「
久
奈
志
利
記
」
(
三
十
八
丁
)

以
下
、
本
稿
で
は
こ
の
史
料
を
中
心
に
関
連
史
料
を
利
用
し
な
が
ら
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

文
化
八
年
五
月
、
ク
ナ
シ
リ
に
お
い
て
ゴ

ロ
ヴ

ニ
ン
ほ
か
七
人
の
ロ
シ
ア
人
が
松
前
奉
行
配
下
の
奈
佐

(瀕
左
衛
門
)
政
辰
に
よ

っ
て

捕
縛
さ
れ
た
。
本
艦
デ

ィ
ア
ナ
号
に
残
さ
れ
た
リ

コ
ル
ド
は
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ン
た
ち
を
取
り
戻
す
た
め
海
岸
に
近
寄
ろ
う
と
す
る
が
、
日
本
側

の
砲
撃
の
た
め
退
去
さ
せ
ら
れ
る
。
リ
コ
ル
ド
は
止
む
な
く
捕
虜
と
な

っ
た
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
た
ち
に
宛
て
た
手
紙
を
樽
に
入
れ
て
海
に
浮
か

(
1
)

べ
た
。
こ
の
手
紙
は
三
日
後
の
六
月
七
日
、
日
本
側
の
手
に
入

っ・た
。
手
紙
の
ロ
シ
ア
語
は
日
本
側
の
通
詞
た
ち
に
は
判
読
不
可
能
で
あ

っ
た
た
め
、
松
前
に
送
ら
れ
て
い
た
ゴ
μ
ヴ

ニ
ン
ら

ロ
シ
ア
人
に
読
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
「
一、旦
、
帰
帆
す
る
が
、
事
件

の
報
告
を
し
た
上

で
、
来
年
に
は
王
命
を
受
け
て
救
助
に
来
る
」
と
の
捕
虜
た
ち

へ
の
伝
言
で
あ

っ
た
。

ロ
シ
ア
人
捕
虜
に
読
ま
せ
て
、
お
よ
そ
の
内
容
は
わ
か

っ
た
に
せ
よ
、
捕
虜
た
ち
の

一
方
的
な
読
み
聞
か
せ
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
わ
け

(
2
)

(
3

)

に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
手
紙
は
江
戸
の
天
文
台
蛮
書
和
解
御
用
に
送
ら
れ
、
十
月
七
日
馬
場
佐
十
郎
に
翻
訳
の
命
が
下

っ
た
。
佐
十

(
4
)

郎
は

ロ
シ
ア
か
ら
帰
還
し
た
漂
流
民
大
黒
屋
光
太
夫
か
ら
初
歩
的
な

ロ
シ
ア
語
の
手
ほ
ど
き
は
受
け
て
い
た
も
の
の
、
と
て
も
正
確
に
翻

訳
す
る
ほ
ど
の
力
は
な
か
っ
た
。
佐
十
郎
に
よ
れ
ば
、
光
太
夫
の
ロ
シ
ア
語
も
正
式
な
語
学
教
育
を
受
け
た
も
の
で
は
な
く
、
耳
学
問
に

よ
る
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
大
切
な
文
書
の
翻
訳
の
用
に
は
不
足
で
あ

っ
た
と
い
う

(後
述
)
。

と
も
か
く
翻
訳
の
命
を
全
う
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
佐
十
郎
の
採

っ
た
翻
訳
方
法
は
、
ま
ず
個
々
の
単
語
に
訳
語
を
付
す
こ
と
で
あ

っ
た
。

佐
十
郎
の

「
訳
例
」
に
あ
る
よ
う
に
、
光
太
夫
か
ら
得
た
単
語
帳
と
符
合
す
る
単
語
に
は
墨
で
訳
語
を
付
し
、
単
語
帳

に
な
い
語
に
つ
い

て
は
、
そ
の
単
語
に
似
た
綴
り
の
単
語

の
訳
語
を
採
り
、
朱
に
よ

っ
て
訳
語
を
付
し
た
。
ま
た
、、
全
く
判
断
で
き
な
い
単
語
の
右
傍
に
は



墨
で
傍
線
を
付
し
た
。
地
名
、
人
名
に
は
左
傍
に
朱
に
よ
る
傍
線
を
付
し
た
。
こ
の
あ
と
は
、
返
り
点
に
よ
る
漢
文
判
読
方
式
で
あ
る
。

ナ
ラ
ン
ダ
語

の
翻
訳
で
も
、
中
野
柳
圃

(志
筑
忠
雄
)
の
研
究
に
よ

っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
オ
ラ

ン
ダ
語
文
法
が
佐

十
郎
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎
通
詞
た
ち
に
よ

っ
て
江
戸
の
蘭
学
者
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
翻
訳
さ
れ
て
い
た

こ
と

は
大
槻
玄
沢
の
次
の
言
葉
で
も
証
さ
れ
る
。

翁
が
此
学

二
入
リ
シ
中
頃

ハ
、
漸
ク
蘭
化
師
ノ
箪
思
研
精

ニ
テ
、
彼
文
章
ノ
中
ナ
ル
点
例
ノ
コ
ト
ナ
ド

モ
稽
開
ケ
、
又
原
文
ヲ
抄
書

シ
テ
、
毎
語

二
訳
ヲ
施
シ
、
和
法

ノ
廻
環
逆
読
ヲ
為
シ
、
推
シ
テ
其
意
義
ヲ
会
遇
ス
ル
等

ノ
教
モ
起
り
テ
、
可
ナ
リ
ニ
其
所
説
ヲ
解

シ
得
タ
ル
ナ
リ
。
(中
略
)
翁
等
、
真
教

二
従
ヒ
勉
強
セ
シ
モ
、

僅

二
数
言
ヲ
記
セ
シ
マ
デ
ノ
事
ナ
レ
パ
、

其
文
法

・
章
法
、
語
脈

照
応
等
ノ
事
ヲ
学
ブ

ニ
モ
及
ズ
。
タ
ト
ビ
其
疑

フ
所
ア
リ
テ
モ
、
之
ヲ
賀
正
ス
ル
人
ヲ
モ
得
ズ
。
唯
其

一
章

・
一
条
中
、
僅

二
知
ル

所
ノ
諸
言
ヲ
以
テ
、
右

ノ
教

二
従
ヒ
テ
訳
セ
シ
ナ
リ
。
但
、
後

々
ニ
ハ
、
毎
語

二
訳
字
ヲ
施
シ
、
順
逆
廻
環
ノ
訓
点
ヲ
為

セ
シ
ニ
モ

(5
)

4

及
バ
ザ
レ
ド
モ
、
心

ニ
ハ
逆
読
顛
倒
ノ
意

ヲ
ナ
シ
テ
、
推

シ
テ
大
意
ヲ
得
シ
モ
ノ
ナ
リ
。

ロ
シ
ア
語
文
法
に
通
じ
て
い
な
か

っ
た
佐
十
郎
も
右
に
い
う
廻
環
逆
読
の
方
法
に
よ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
佐
十
郎
に
よ
る
手
紙

の
翻

訳
初
編
が
で
き
あ
が

っ
た
。

佐
十
郎
自
身
、

〈真
訳
〉
で
は
な
い
と
断

っ
た
う
え
で
上
申
し
た
。

以
下
に
佐
十
郎

の
上
申
書

(上
記

の
④

)
を
紹
介
す
る
。

辛
未
魯
西
亜
書
簡
和
解

一
文
化
八
年
辛
未
五
月
末
、
蝦
夷
地
ク
ナ
シ
リ
嶋
え
魯
西
亜
人
舶
来
、
内
八
人
召
捕
ら
れ
松
前
え
引
か
る
。
其
後
、
船
中
残
候
者
よ

り
召
捕
ら
れ
候
者
え
書
簡
差
送
り
候
由
。

十
月
七
日
、
左
之
書
簡
御
下
ケ
、
馬
場
佐
十
郎
え
倭
解
試
可
申
旨
、
堀
田
摂
津
守
殿
布
施
蔵
之
丞
を
以
、
被
仰
渡
。



　
　

　

蛮
字
弐
枚
略
ス

一
十
月
廿
四
日
、
馬
場
佐
十
郎
よ
り
差
出
候
書
面
、
去
七
日
御
下
ケ
之
魯
西
亜
人
書
簡
井
同
書
之
旨
、
片
仮
名

二
而
認
候
壱
冊
、
右

書
箇
中
文
字
ア
ベ
セ
順

二
引
直
候

一
冊
、
布
施
蔵
之
丞
を
以
、
摂
津
守
殿
え
上

ル
。

魯
西
亜
文
和
解
被

仰
付
候

二
付
、
奉
申
上
候
書
付

馬
場
佐
十
郎

5

今
度
魯
西
亜
文

一
通
御
下
ケ
ニ
相
成
、
和
解
被

仰
付
候

二
付
、
顧
て
拝
見
仕
候
得
共
、
文
意
少
も
相
分
不
申
候
。
去
子
年
長
崎
表

、兄
罷
越
候
魯
西
亜
人
、兄
私
義
毎
度
対
談
仕
候
得
共
、
其
節
は
魯
西
亜
人
之
内

二
阿
蘭
陀
語
を
存
居
候
者
有
之
候
而
、
則
同
役
共
何

レ

も
阿
蘭
陀
語
を
以
通
弁
仕
候
儀

二
御
座
候
。
魯
西
亜
語
之
義
は
古
来
稽
古
之
仕
方
手
筋
無
御
座
候
得
は
、
是
迄
相
心
得
罷
在
候
者
、

絶
而
無
御
座
候
。
尤
素
人
之
内
、
少
々
彼
国
語
を
覚

へ
片
仮
名

二
而
認
候
者
も
有
之
候
得
共
、
如
此
之
書
面
和
解
等
御
用

二
は
足
不

申
候
。

一
右
書
面
之
文
意
相
分
候

ハ
、
特

包
御
手
当
御
取
斗
方
等
之
御
考
合

二
も
相
成
候
義
可
有
御
座
哉
と
乍
恐
奉
存
候
間
、
少
々
二
而
も

相
分
り
候
様
と
紛
骨
砕
身
熟
考
仕
候
得
共
、
右
奉
申
上
候
通
、
何
分

二
も
和
解
仕
候
程
無
御
座
候
得
は
解
し
不
申
、
甚
残
念
奉
存

候
。
漸
々
彼
国
之
文
字
井
綴
合
方

は
習
置
候

二
付
、
横
文
字
の
数
言
を
読
ミ
取
、
其
内
少
々
聞
覚
候
儀
を
稀
々
其
許
の
側

二
付
候

間
、
指
上
申
候
。
此
分

二
而
中
々
相
分
り
候
義

二
は
無
御
座
候
。

一
躰
彼
船
中
之
者
共
よ
り
此
方
御
役
人
様
方

へ
当
テ
候
而
差
出



候
書

二
御
座
候
哉
。
又
は
相
残
り
居
候
異
国
人
共
裏
書
残
し
候
書

二
御
座
候
哉
。
是
油
も
碇
と
相
分
り
不
申
候

得
共
、
推
而
相
考

候
処
、
右
書
面

ハ
此
方

二
居
残
候
者
え
遣
し
候
者

二
而
、
御
役
人
様
方
え
当
テ
残
し
置
候
書
面

二
は
有
御
座
間
敷
哉
と
奉
存
候
。
・

一
お
ら
ん
た
は
勿
論
イ
キ
リ
ス
○
フ
ラ
ン
ス
国
写
之
辞
書

ハ
追
々
お
ら
ん
た
人
之
持
渡
も
御
座
候
故
、
是
等
之
国
文

二
而
御
座
候

ヘ

ハ
、
右
辞
書
を
以
て
可
也

二
相
分
可
申
候
得
共
、
魯
西
亜
国
の
辞
書
と
申
も
の
ハ
更
に
持
渡
無
之
候
得
は
、
此
度
も
光
太
夫
等
聞

覚
参
候
辞
之
書
留
等
を
種
と
仕
候
而
已

二
御
座
候
得
共
、
中
々
魯
西
亜
文
面
を
解
し
候
処

ニ
ハ
至
り
不
申
候
。

旦
、
光
太
夫
義
も

書
籍

二
而
習
来
候

二
は
無
御
座
、
耳

二
而
聞
覚
候
迄
の
語

二
御
座
候
得
は
多
く

ハ
聞
誤
等
有
之
、
伝

へ
申
候
所
も

一
々
当

二
相
成

不
申
候
。
い
つ
れ
彼
文
字

二
而
相
認
候
辞
を
修
業
仕
、
習
覚
不
申
候
而
は
、
右
様
書
簡
等
之
本
意

ハ
決
而
解
し
不
申
候
義
と
奉
存

候
。
既
に
右
書
簡
之
内
迄
、
辞
共
抜

々
に
認
メ
、
此
節
光
太
夫
え
も
相
読
仕
候
得
も
、
僅

二
五
六
意
も
相
分
り
候
而
已

二
而
、
同

人
義
も
其
余

ハ
覚
不
申
候
。
是
全
く
彼
語
を
耳

二
而
聞
誤
り
相
覚
居
中
候
故
之
義

二
御
座
候
。
則
、
是

ハ
長
崎

二
数
年
滞
留
仕
候

お
ら
ん
た
人
共
、
此
方
之
文
字

ハ
更

々
存
不
申
候
而
、
聞
覚
斗

二
而
間
々
申
候
日
本
語
、
悉
く
聞
誤
り
候
而
、
間
違
覚
候
と
同
様

之
義
と
奉
存
候
。
い
つ
れ
文
字
を
以
て
覚
候
者

二
無
之
候
而
は
和
解
仕
候
程

二
は
相
成
兼
申
候
。

一
右
書
面

二
は
如
何
様
之
深
意
を
書
載
有
之
候
哉
、
誠

二
右

二
向
ひ
御
手
当
方

二
掛
候
事
を
載
有
之
候
に
も
相
知

レ
不
申
候
。
依
之

マ

マ

熟
慮
仕
候

二
、
幸

二
此
節
魯
西
亜
人
共
、
居
残
り

二
相
成
罷
在
候
由

二
御
座
候
得
共
、
此
者
共
え
御
尋
有
之
、
御
読
セ
被
為
成
候

ハ
・
速

二
相
分
り
可
申
候
。
併
如
何
様
之
事
を
認
有
之
候
哉
、
卒
所

二
右
之
者
共
え
見
セ
候
而
は
御
差
支
に
相
成
候
義
を
善
哉
有

之
候
ト
も
相
知

レ
不
申
候
。
依
之
、
猶
亦
得
と
相
考
候
処
、
右
書
面
之

一
語
く

を

一
ッ
く

に
御
尋
被
遊
侠
義
、
可
然
。
別
紙

相
調
差
出
申
候
。
別
紙
之
通
、
其
文
の
数
語
を
前
後

二
相
離
し
、
即
ち
彼
国

ニ
イ

ロ
八
分
ケ
に
類
寄
セ
仕
候
。
尤
、
地
名
、
人
名

と
相
見

へ
候
辞

八
省
キ
候
得
共
、
警
ひ
右
之
者
共

一
見
仕
候
共
、
本
文
ケ
様
之
書
翰
等
御
座
候
事
と

ハ
相
倍
候
義

ハ
有
御
座
間
数

哉
と
奉
存
候
。
此
義
可
燃
被
為
思
召
上
候

ハ
・
、
早
速
別
紙
を
以
、
松
前
衰
え
被
差
遣
、
彼
之
者
共
え
相
尋
さ

セ
一
語
毎

二
和
解
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を
被
仰
付
枝
下
度
奉
存
候
。
右
訳
語
を
以
て
、
再
ひ
相
考
可
申
奉
存
候
。
左
候

ハ
・
必
ス
大
意
相
分
可
中
裁
と
奉
存
候
。
若
し
、

右
之
者
共
之
内
、
阿
蘭
陀
、

イ
ギ
リ
ス
、

ふ
ら
ん
す
、

三
ケ
国
之
内
之
辞
心
得
候
者
御
座
候

ハ
・
直

二
此
魯
西
亜
辞
之
側
え

そ

れ
ら
の
辞

二
而
認
差
出
候
様
、
被
仰
渡
候
而
も
可
然
哉
、
奉
存
候
。
是

ハ
何

レ
も
心
得
不
申
候

ハ
・
矢
張
、

和
語
通
訳
被
仰
付
候

而
宜
く
御
座
候
。
中

々
聞
書
之
片
仮
名
式

ハ
耳

二
而
覚
候
辞

二
而

ハ
、
本
意
槌

二
相
分
り
不
申
儀

二
奉
存
候

間
、
此
段
も
奉
申
上

候
。
以
上
。

未
十
月

馬
場
佐
十
郎

片
仮
名
に
て
相
認
候
魯
西
亜
文
井
和
解

馬
場
佐
十
郎

訳
例

一
塁
に
て
訳
字
を
相
認
候
は
、
正
し
・く
相
伝

へ
私
書
留

二
御
座
候
辞
と
符
合
仕
候
辞

二
御
座
候
。
依
之
、
相
違
も
有
御
座
間
敷
哉
と

奉
存
候
。

一
朱

二
而
訳
語
を
相
認
候
は
私
書
留
中
に
無
之
候
得
共
、
右
書
留
之
辞
共

二
似
寄
之
辞
之
訳
字
を
取
り
、
姑
く
傍

二
相
記

し
置
申

候
。
万

一
、
「偶
中
仕
候
事
も
可
有
御
座
哉
と
奉
存
候
迄
之
義

二
御
座
候
。
依
之
、
決
而
真
訳

二
而
は
無
御
座
候
。

一
朱

二
て
左
傍

ニ
ー

斯
の
如
き
筋
を
引
候
は
、
地
名
及
人
名
と
相
見
え
候
辞

二
而
御
座
候
。
依
之
、
別

二
訳
字
を
附
ケ
不
申
候
。

又
、
墨

二
而
右
傍

ニ
ー

斯
の
如
き
筋
を
引
候

ハ
、
そ
れ

二
似
寄
の
辞
も
無
之
、
少
も
相
分
り
不
申
候
辞

二
而
御
座
候
。

マ
マ

一
文
中
、
辞
の
問
に
有
之
候

「
!
」
斯
の
如
き
起
号

ハ
嘆
息
之
語
の
印

二
御
座
候
。
又
、
?
斯
の
如
き
も
の
ハ
問
詰
の
印

二
而
御
座

候
。
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[仏
]

私

[言
]

[乎
]
1

其
元

-

又

ホ

ヲ
ゼ

モ
イ

周

ト

ス
タ

ウ

ヤ

ー
チ

リ

ケ

ワ

ム

エ
イ

エ

ト

ロ
キ

イ

ジ

ゥ

エ
リ

シ
イ

ゆ

ヲ

ヒ

シ
チ

ヤ

イ

ム

[
残

]

[
取

]

一
昨

日

罹

ム
ネ

ニ
エ

ム

ヲ

ゼ

フ

ヲ

ス

タ
ウ

シ

フ

ス

ヲ

ヒ
ツ

エ

ロ
フ

ウ

ト

ゥ

エ

ル
ゼ
デ

ノ

ヒ
イ

ロ

ス

ナ

チ

ヤ
ー

ラ

ピ

リ

ニ
マ
一

一

[
貴

君

]

一

[薪

]

ト

ミ

ル

ニ
イ

エ

ス

レ
デ

ト

ワ

ケ

ヲ

ス
ウ

ヲ
ホ

ズ
デ

ニ
エ

ワ

セ

モ
ウ

ノ

ヤ

ト

ロ
(以

下

略

、
[
]
内

は
朱

筆

。
図

版

1
)

此

所

二
少

し
上

之

の
文

よ

り

並

を
下

ケ
認

候

辞

九

行

御

座
候

。

是

ハ
九

人

の
姓

名

と
相

見

え
申

候

。

甚

草

略

二
認

候
様

子

二
而
字

躰

一
向

に
読

ミ
分

け

か
た

く

御

座

候

二
付

、

か

な
和

解

も

相

暗

中

候

。

是

ハ
此
方

二
居

残

候

者

共

え

同
船

の
者

共
姓

名

御

尋

被

成

候

ハ

・
相

分

り

可
申

奉

存

候

。

ロ
シ
ア
語
書
簡
を
見
せ
ら
れ
た
佐
十
郎
は

「文
意
少
も
相
分
不
申
候
」
と
報
告
せ
ざ
る
を
得
な
い
読
解
力
し
か
持

ち
合

わ

せ
な

か

っ

01

た
。
こ
れ
ま
で
も
、
佐
十
郎
自
身

子
年

(文
化
元
年
)
に
長
崎
に
や

っ
て
来
た

ロ
シ
ア
人

(
レ
ザ
ノ
ブ
)
の
通
訳
と
し
て
何
度
も
対
談

し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
は
ロ
シ
ア
人
の
中
に
オ
ラ
ン
ダ
語
が
話
せ
る
者
が
い
た
た
め
オ
ラ
ン
ダ
語
で
用
が
足
り
た
。

ロ
シ
ア
語
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
稽
古

の
方
法
が
無
く
、
通
詞
の
中
に

ロ
シ
ア
語

の
で
き
る
者
は
い
な
い
。
素
人
の
な
か
に
は
少

々
ロ
シ
ア
語
を
覚
え
て

カ
タ
カ
ナ
に
書
く
老
が
あ
る
が
、
と
て
も
こ
う
し
た
書
簡
を
翻
訳
す
る
用
に
は
立
た
な
い
。
余
程
、
佐
十
郎
自
身
の
手
に
は
負
え
ぬ
と
自

覚

し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
、
「少

々
二
而
も
相
分
り
候
様
と
紛
骨
砕
身
熟
考
仕
候
得
共
、
右
奉
申
上
候
通
、
何
分

二
も
和
解
仕
候
程
無
御
座

候
得
は
解
し
不
申
、
甚
残
念
奉
存
候
」
と
返
答
せ
ね
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
。

と
は
い
え
、
こ
の
ま
ま
翻
訳
不
可
能
と
し
て
投
げ
出
し
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
佐
十
郎
は
ロ
シ
ア
語
こ
そ

で
き
な
か

っ
た
が
、

当
時
の
最
も
優
秀
な
通
詞
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
達
人
と
し
て
少
な
く
と
も

一
つ
の
西
洋
語
に
は
精
通
し
て
い
た
し
、
光
太
夫
か
ら
は

「漸

々
彼
国
之
文
字
井
綴
方
」
は
習
得
し
て
い
た

の
で
、
な
ん
と
か
横
文
字
の
綴
り
を
読
み
取
り
、
意
味
の
解
る
単
語
に
は
訳
語
を
付
し



て
訳
稿
を
つ
く

っ
て
上
申
し
た
。
こ
れ
が
こ
の
時
の
佐
十
郎
に
で
き
る
精

一
杯
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
、
佐
十
郎
が
読
み
取
る
こ
と
の
で
き

た
単
語
は
、
お
そ
ら
く
光
太
失
か
ら
習
い
覚
え
る
に
従

っ
て
書
き
留
め
た
単
語
帳
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
ど
の
単
語

あ

っ
た
か
、
適
切
な
訳
語
で
あ

っ
た
か
は
、
後
.に
引
用
す
る
佐
十
郎
の

「
訳
例
」
で
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
佐
十
郎
は
全
く
文
意
不
明
と
は
し
な
が
ら
も
、
ま
た
自
信
な
さ
そ
う
に
で
は
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
が
船
中
残
留
の

者

か
ら
日
本
側
の
役
人
に
宛
て
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
に
居
残
り
の
者

(す
な
わ
ち
捕
虜
た
ち
)
に
宛
て
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
指
摘

し
て
い
る
。

翻

訳
官
と
し
て
誠
に
不
本
意
な
上
申
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
苦
慮
し
て
か
、
佐
十
郎
は
こ
れ
を
機
会
に
今
後
の
ロ
シ
ア
語
翻
訳
に
つ
い

て

の
い
く
つ
か
の
重
要
な
提
言
を
申
し
出
て
い
る
。

ま
ず
、

巨
シ
ア
語
の
辞
書

に
つ
い
て
研
究
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ

・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
れ
ぽ
、
そ
れ
ぞ

ユ

れ

の
国
語
辞
書
が
齎
さ
れ
て
い
る
の
で
、
辞
書
に
よ

っ
て

「
可
成
」
り
読
解
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

ロ
シ
ア
語
辞
書
は
持
ち
渡
り
が

一

な

い
の
で
、
光
太
夫
の
よ
う
に
聞
き
覚
え
て
来

た

「辞
之
書
留
」
(単
語
帳
)
に
よ
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
い
つ
に
な

っ
て
も

ロ
シ
ア
語
の
文
章
を
翻
訳
す
る
に
は
い
た
ら
な
い
。
事
実
、
光
太
夫
も
書
物

に
よ

っ
て
勉
強
し
た

ロ
シ
ア
語
で
は
な
く
、
耳
学
問

で
あ
る
た
め
聞
き
間
違
い
も
多
く
、
こ
の
書
簡
中
の
単
語
を
抜
き
書
き
し
て
見
せ
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
に
五
、
六
語
を
解
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
と
い
う
。

ロ
シ
ア
語
に
関
し
て
は
師
で
あ

っ
た
光
太
夫
に
つ
い
て
、
佐
十
郎
の
評
価
は
厳
し
い
。
佐
十
郎
の
言
わ
ん
と
す
る
所
は
、

正
し
く
翻
訳
す
る
た
め
に
は
耳
学
問
で
は
駄
目
で
、
是
非
と
も
書
物
に
よ
る
語
学
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
さ
し
あ
た
り
本
書
簡
の
内
容
を
知
る
た
め
に
、
捕
虜
と
し
て
留
め
ら
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
人
に
書
簡
中
の
単
語

の
意
味
を
質
問
す

る

こ
と
を
提
言
す
る
。
書
簡
の
内
容
に
は
ど
ん
な
機
密
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
や
も
知
れ
な
い
の
で
、
書
簡
の
文
章
を

一
語

一
語
に
ば
ら

ば
ら
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
語
の
意
味
を
尋
ね
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
う
し
て

ロ
シ
ア
人
か
ら
得
た
訳
語
を
再
び
原
文
に
あ
て
は



め
て
、
翻
訳
の
工
夫
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
、
捕
虜
の
中
に
オ
ラ
ン
ダ

・
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
語
を
解
す
る
者
が
あ

れ
ば
、
質
問
す
る
ロ
シ
ア
語
の
傍
ら
に
そ
れ
ら
の
言
葉
を
付
記
す
る
形
で
返
答
さ
せ
て
も
よ
い
と
も
付
言
し
て
い
る
。
佐
十
郎
は
蘭
英
仏

語

の
少
な
く
と
も
単
語
を
解
す
る
力
は
有
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
提
言
は
さ

っ
そ
く
実
行
に
移
さ
れ
た
。

佐
十
郎
か
ら
の
ロ
シ
ア
人
捕
虜
宛
て
の
質
問
は
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
に
と

っ
て
は
自
分
た
ち
が
日
本
側
に
信
用
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
だ
と
思
わ

れ
た
。
渡
さ
れ
た
書
面
は
、

「大
な
る
紙
を
四
つ
に
折
り
、

其

一
分
に
彼
の
書
簡
に
あ
り
し
詞
を
、

我
字
韻
を
順
次
に
輯
録
し
、
我
等
か

名
及
デ
イ
ヤ
ナ
の
役
人
の
名
を
除
き
て
書
せ
す
、
我
等
に
示
し
て
此
書
面
の

一
分
に
記
せ
る
詞
を
、
譜
厄
利
亜
語
、
仏
郎
察
語
、
及
和
蘭

語
に
訳
し
て
白
紙
の
所
に
書
分
け
出
す

へ
し
、
此
書
面
は
王
都
よ
り
送
り
来
る
も
の
に
て
、
誰
人
か
害
せ
る
を
し
ら
さ
れ
と
も
、
和
蘭
語

を
知
れ
る
日
本
人
の
著
た
る
も

の
な
る
へ
し
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
書
面
に
書
か
れ
た
横
文
字
は
先
に
日
本
側
に
そ
の
内
容
を
伝
え

て
あ

る
は
ず
の
同
僚
リ

コ
ル
ド
の
手
紙
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
単
語
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
ゴ

ロ
ヴ

ニ
ソ

に
は

一
見
し
て
明
ら
か
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
ま
た
問
い
合
わ
せ
て
く
る
の
は
我
々
を
試
そ
う
と
し
て
い
る
に
相
違
な

い
と
思
う
の
も
無

理
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
を
書

い
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
で
き
る
日
本
人
だ
と
い
う
が
、
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
に
は

「
書
面
の
美
し
さ
か
ら
云
っ

て
も
、
筆
蹟
の
確
か
さ
か
ら
云
っ
て
も
、
こ
れ
を
書
い
た
の
は
誰
か
西
洋
人
に
違
ひ
な
い
が
、

ロ
シ
ヤ
語
は
少
し
も
知
ら
な
い
の
だ
と
考

へ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
。
実
際
に
こ
の
書
面
を
認
め
た
の
は
佐
十
郎
で
あ

っ
た

の
だ

が
、
筆
跡
の
見
事
さ
に
ゴ
冒
ヴ

ニ
ソ
は
西
洋
人
に

違
い
な
い
と
の
確
信
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
て
み
れ
ば
佐
十
郎
の
ロ
シ
ア
語
の
綴
り
方
が
い
か
に
西
洋
人
風

に
手
慣
れ
た
も
の

で
あ

っ
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ゴ
冒
ヴ

ニ
ン
は
日
本
側
が

こ
の
書
簡
を
オ
ラ
ン
ダ
人
に
翻
訳
さ
せ
て
い
る
と

考

え

た

の
で
あ

る
。

ロ
シ
ア
側
は
先
に
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ

っ
て
自
分
た
ち
の
こ
と
を
不
公
正
に
伝
え
ら
れ
て
大
い
に
迷
惑
を
被

っ
た
経

験

が
あ

っ
た

た

め
、

オ
ラ
ン
ダ
人
に
た
い
し
て
快
く
思

っ
て
い
な
か

っ
た
。
日
本
人
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
考
え
た
ゴ

ロ
ヴ

ニ
ン
は
、
「
こ
ち
ら
も
知

ら

ぬ
振

を
し
て
、
『
ど
ん
な
文
書
か
ら
こ
の
言
葉
を
抜
い
て
来
た
の
か
判
か
ら
な

い
し
、
言
葉
の
意
味
も
判
読
出
来
な
い
。
殊
に
ロ
シ
ヤ
語

12



に
は
な
い
言
葉
が
沢
山
あ
り
ま
す
』L
と
答
え
、
最
終
的
に
は
日
本
側
の
要
求
を
拒
絶
し
て
、
「
も
し
こ
の
ノ
ー
ト
の
中

の
言
葉
を
僕
等
が

書
い
た
ら
、
後
で
オ
ラ
ン
ダ
人
が
そ
の
意
味
を
ま
と
め
上
げ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
オ
ラ
ン
ダ
人
は
周
知
の
通
り
、

ロ
シ

ヤ
人

に
対
し
て
敵
意
を
抱

い
て
み
る
の
で
す
。
そ
の
証
拠
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
共
が
日
本
側
と

レ
ザ
ー
ノ
フ
使
節
と
の
間
に
紛
議
を
起
こ
す

や
う

に
大
い
に
細
工
を
弄
し
た
と
、
白
状
し
て
み
る
こ
と
で
も
判
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
側
で
こ
ん
な
に
言
葉
を
ば
ら

ば
ら

に
し

な

い

で
、
書
い
て
あ
る
通
り
に

一
貫
し
た
全
文
を
見
せ
て
く
れ
る
な
ら
、
僕
等
も
よ
ろ
こ
ん
で
翻
訳
し
ま
す
」
と
返
答
し
た
の
で
あ
る
。

(前
略
)
日
本

の
閣
僚
た
ち
は
、
デ
ィ
ア
ナ
号
が
残
し
て
行
っ
た
手
紙
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
翻
訳
の
正
否
さ

へ
疑

っ
て
み
て
、
わ

れ
わ
れ
が
嘘
を
云
っ
て
み
な
い
か
と
検
べ
る
た
め
に
次
の
や
う
な
笑
止
な
方
法
を
使
っ
た
。
、そ
れ
は
四
欄
に
仕
切

つ
た
ノ
ー
ト
の

一

つ
の
欄
に
、
そ
の
手
紙
の
中
に
書
い
て
あ

っ
た
言
葉
を

一
語
つ

つ
全
部
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
入
れ
て
あ
っ
た
。

但

し
私

の
名

と

か
、
日
本
人
と
い
ふ
言
葉
と
か
、
署
名
し
た
デ

ィ
ア
ナ
号
の
乗
組
士
官
の
名
前
と
い
ふ
や
う
な
日
本
側
で
知
っ
て
み
る
言
葉
は
扱
い

3

チ
　グ
ル

ド
ル
ノス
テ

シ
ルシ

オ
マ
ヘノ

イ
ギリ
ス

フヲ
ソス

マタ
ハ

オヲ
ンダ

　

て

あ

っ
た
。

そ

の
末

尾

に

自
署

で

員
o
で
エ
o
o
弓
①

と

署

名

し
、

そ

の
あ

と

に

ω
=
突

切
o
o

>
=
三

重

0
℃
窪

長

蟄

=
E

「
o
き

p
長

蓋

カ
ケ

イ

ゴ
　
ル

ヨ
8
日
ぴ
●
写

「
0
9

と
あ

っ
た
。
こ
の
署
名
の
方
は
わ
れ
わ
れ
に
は
理
解
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
あ
と
半
分
は
判
読
も

難
か

し

く
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
側
で
は
各
頁
の
空
白
に
な
っ
て
み
る
三
つ
の
欄
に
、
各
語
の
意
味
を
英
仏
蘭
語
で
書

け
と

い
ふ
こ
と
で

あ

っ
た
。
し
か
し
イ

・
ゴ
ー
ル
が
何
を
意
味
す
る
か
は
わ
れ
わ
れ
に
判
ら
な
か
っ
た
。

日
本
側
で
は
、
「
こ
の
ノ
ー
ト
は
江
戸
か
ら
送
っ
て
よ
こ
し
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
中
に
あ
る
言
葉
が
ど
ん
な
文
書
か
ら
選
り
出

し
た
も
の
か
、
誰
が
こ
の
ノ
ー
ト
を
作
っ
た
か
は
判
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
語
を
知

っ
て
み
る
日
本
人
が

書
い
た
の
だ
ら
う

と
思
ひ
ま
す
」
と
わ
れ
わ
れ
に
云
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
滑
稽
な
誤
魔
化
し
を
見
破

っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
知
ら
ぬ
振
を

し
て
、
「ど
ん
な
文
書
か
ら

こ
の
言
葉
を
抜
い

て
来
た
の
か
判
か
ら
な
い
し
、
言
葉
の
意
味
も
判
読
出
来
な
い
。
殊
に
ロ
シ
ヤ
語
に
は
な
い
言
葉
が
沢
山
あ
り
ま
す
」
と
云
っ
て
や



エ
ス

つ
た
。
こ
の
ロ
シ
ヤ
語
に
な
い
言
葉
と
い
ふ
の
は
、

c
と
い
ふ
文
字
で
始
ま
っ
て
み
る
言
葉
で
あ
る
が
、
日
本
側

の
作
っ
た
語
集
で

儀

と

な

っ
て
み

る
も

の

で
・

例

へ
ば

エ

エ
・

ソ
ド

・

(
セ
ク
ソ
ド
ウ

瞬

間

に
)
、

エ
・
ド

ス
ト
ヴ

・

舞

霧

)
な
ど

が

そ

れ

で
あ

っ
た

。

し

か

し
な
が
ら
書
面
の
美
し
さ
か
ら
云
っ
て
も
、
筆
蹟

の
確
か
さ
か
ら
云
っ
て
も
、
こ
れ
を
書
い
た
の
は
誰
か
西
洋
人
に
違
ひ
な
い
が
、

ロ
シ
ヤ
語
は
少
し
も
知
ら
な
い
の
だ
と
考

へ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
ふ
の
は
上
述
の
誤
謬
の
ほ
か
に
、

一
つ

一
つ
の
言
葉
の
数

エ

ヌ

カ

　

も
格
も
デ
ィ
ア
ナ
号
の
手
紙
に
出
て
み
る
ま
ま
だ
し
、
そ
の
上
H
の
代
り
に
K
と
書
い
た
り
し
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
日
本
側
の
要
求
を
拒
絶
し
て
、
次
の
や
う
に
云
っ
て
や
っ
た
。

「
も
し
こ
の
ノ
ー
ト
の
中
の
言
葉
に
相
当
す
る
外
国
語
を
僕
等
が
書
い
た
ら
、
後
で
オ
ラ
ン
ダ
人
が
そ
の
意
味
を
ま
と
め
上
げ
る
も

の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
オ
ラ
ン
ダ
人
は
周
知
の
通
り
、

ロ
シ
ヤ
人
に
対
し
て
敵
意
を
抱

い
て
み

る

の

で
す
。
そ
の
証
拠

は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
共
が
日
本
側
と

レ
ザ
ー
ノ
フ
使
節
と
の
間
に
紛
議
を
起
こ
す
や
う
に
大
い
に
細
工
を
弄
し
た
と
、
白
状
し
て
み
る

41

こ
と
で
も
判
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
側
で
こ
ん
な
に
言
葉
を
ば
ら
ば
ら
に
し
な
い
で
、
書
い
て
あ
る
通
り
に

一
貫

し
た
全
文
を
見
せ

(
7

)

て
く
れ
る
な
ら
、
僕
等
も
よ
ろ
こ
ん
で
翻
訳
し
ま
す
」
(
以
下
略
)

日
本
側
が
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
の
訴
え
を
聞
き
入
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
翌
文
化
九
年
正
月
十
五
日
置
は
佐
十
郎

の
質
問
に
た
い
す

　
ヨ

　

る
ゴ

ロ
ヴ

ニ
ン
か
ら
の
返
答
が
届
い
た
。
(以
下
朱
筆
に
は

[

]
を
付
し
て
区
別
し
た
。
1
筆
者
)

一
正
月
十
五
日
先
達
而
上
置
候
書
簡
文
字
ア
ベ
セ
類
害
え
松
前
表

二
而
異
人
え
通
弁
認
載
候
書
壱
冊
、
摂
津
守
殿

蔵

之

丞
を

以
御

下
、
左
之
通
、



ー

ハ
蛮
字
也

べ

〔此
ぺ
と
申
文
字
之
儀
、
此
方
仮
名
同
様

二
而

一
字
而
巳
認
有
之
候
て
、

へ
と

読
候
迄

二
而
義
理
無
之
由
申
聞
候
。
尤
、
未
ケ
条
も

一
字
而
已
認
有
之
候
所
は

右
同
断
之
趣

二
御
座
候
〕

ホ
ー
七
一

天
道
え
掛
ケ
と
申
儀

二
御
座
候

ブ
イ
ロ
イ

此
儀
と
申
儀

二
御
座
候

べ
ー
ス
パ
メ
ヤ

〔此
ベ
ー
ス
パ
メ
ヤ
と
申
文
面

二
而
は
趣
意
相
難
分
。
や
の
字
相
成
候
得
は
〕

気
絶
ス

(「絶

ス
」
を
朱
線
で
消
し
て

「絶
と
」
に
訂
正
)
申
儀

二
御
座
候

ベ
レ
グ
ー

陸
と
申
儀

二
御
座
候

　

ボ
ー
ハ

天
道
と
申
儀

二
御
座
候

ー

マ

マ

ベ
ー
ル

〔此
ベ
ー
ス
者
申
儀
相
分
不
申
候
〕

マ
マ

ポ
シ
セ
エ

此
ボ
ン
セ
ヱ
と
申
儀
、
相
分
兼
申
候
。

セ
ヱ
の
二
字
と
相
成
候
得
は
、
其
後
と

申
儀

二
御
座
候

陛

ワ
ム

貴
様
達
え
と
申
儀

二
御
座
候

ワ
ー
セ
ム
ー

貴
様
方
と
申
儀

二
御
座
候

ウ
イ
サ
ダ
ツ

〔此
ウ
イ
サ
ダ
ツ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

ワ
ー
ス

貴
様
達
と
申
儀

二
御
座
候



ワ
ー
シ
エ

右
同
様
之
儀

二
御
座
候

フ
セ

皆
と
申
儀

二
御
座
候

ワ
ー
シ
ユ
ロ

貴
公
様
と
申
儀

二
御
座
候

マ

マ

マ

マ

ウ

ラ

サ

ー

テ

ラ

ム

〔此

ウ

ヲ

サ
ー

ラ
テ

ム
と

申

儀

〕

ウ

ヲ
サ

ワ
ラ

テ

ム
と

相

成

候

得

は
、

取

返

ス

マ
マ

と
申
義

二
御
座
候

捗

グ
ル
ベ
エ
ナ

昔

(「曽
」
を
朱
筆
で

「昔
」
に
訂
正
)
よ
り
存
不
申
と
申
儀

二
御
座
候

ゴ
ト
ロ
グ

役
人
詰
居
候
場
所
と
申
儀

二
御
座
候

ゴ
ト
ウ
エ

相
成
と
申
儀

二
御
座
候

ママ

　ー

コ
ー
ダ

年
と
申
義

二
御
座
候

コ
ー
リ

山
と
申
儀

二
御
座
候

匿

ド
ー
ス
タ
ウ
ヤ
タ

被
遣
と
申
儀

二
御
座
候

デ
イ
キ
ヤ

〔此

一
句
相
分
不
申
候
〕

ダ
ル
ノ
や

遠
方
と
申
儀

二
御
座
候

マ

マ

九
拾
と
申
儀

二
御
座
候

テ
ー
ラ
チ

ニ

出
来
と
申
儀

二
御
座
候

デ
サ
ソ
タ

取
巻
と
申
儀

二
御
座
候

タ
ヲ
コ
ナ
エ
ン
ノ
ユ

甚
高

い
と
申
儀

二
御
座
候

ド
ロ
シ
エ

懇
意
と
申
儀

二
御
座
候



デ
ー

其
方
と
申
儀

二
御
座
候

デ
レ
ア

〔此
デ
レ
ア
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

庁

エ
イ

ー

〔
此

エ
イ

ー
と

申

儀

相

分

不
申

候
〕

エ
ー

〔此

エ
ー
と

申

儀

相
分

不
申

候

〕

マ

マ

サ

マ

エ

・
ク

ソ
ド

〔
此

エ

・
ク

ン
ド
と

申

儀

相

分

不
申

候

。

i

の
字

と

相

成

候

得

は
〕

セ

ク

ソ
ド
と

唱

へ
、

世

話

敷

と
申

儀

二
御
座
候

て

マ

マ

マ

マ

マ

エ
デ

ウ

ラ

レ

シ

ヤ

〔
此

エ
テ

ゥ

ヲ

レ
シ

ヤ
と

申
儀

〕

の
字

1

と

相

成
、

ウ

の
字

無

之

候

得

は
〕

ヅ

デ

ラ
リ
と

相

唱

へ
、
」

持
と
申
儀

二
御
座
候

マ

マ

マ

マ

エ
レ
ツ
ト
ウ

〔此
亦
一

の
字

と
相
成
候
得
は
〕
出
来
と
申
儀

二
御
座
候

エ
ジ

ユ
ワ

リ

エ
ジ

ユ
ラ
テ

〔此

一
条

、

総

而

相

分

不
申

候

〕

エ

ヲ

ロ
ド

〔
此

エ

ヲ

ロ
ト
と

申

儀

相

分

不
申

候

〕

エ
テ

〔
此

エ
テ
と

申

儀

相

分

不

申
候

〕

マ

マ

マ
マ

マ
マ

エ
レ
フ
ト

ハ

〔此

エ
レ
ツ
ト
カ

是
亦
一

の
字
一

二
相
成
候
得
は
〕
出
来
と
申
儀
御
座
候

一

エ

シ

ソ
.

有

哉

と

申

儀

二
御

座

候

エ

シ

チ

エ
i

又
と

申

儀

二
御

座
候

エ

シ
テ

有

と
申

儀

二
御

座

候

匿

ジ

ゥ

エ
シ

ー

相
助

り
居

候

哉

と

申

儀

二
御
座

候

ジ

・
ネ

ジ

・
ネ

ジ

・
ネ

此

三
句

、

相

助

り

と

申

儀

二
御

座

候

17



ザ
ー

〔此
ザ
ー
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

ヅ
デ
セ

袋
許
と
申
儀

二
御
座
候

け

匡

」
後
と
申
儀

二
御
座
候
。

に

弐
と
申
儀

二
御
座
候

防

カ
キ
や

何
と
申
儀

二
御
座
候

カ
ク

、

此
と
申
儀

二
御
座
候

レ

レ
け

〔此
レ
イ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

81

体

ミ
ネ

ニ
エ
ム

案
事
と
申
儀

二
御
座
候

ミ
ル
ノ
や

和
睦
と
申
儀

二
御
座
候

ミ
モ

側
と
申
儀

二
御
座
候

マ
戸
イ

小
さ
き
と
申
儀

二
御
座
候

マ
ロ

チ
ー
シ
ニ
ソ
ノ
シ
テ

小
勢
と
申
儀

二
御
座
候

メ
;

私
共
と
申
儀

二
御
座
候

マ
エ
ム

〔此

マ
エ
ム
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

モ
ー
セ
ム
シ
ー

何
れ
と
申
儀

二
御
座
候



モ
レ
イ
シ
ヤ
i

甚
小
さ
き
と
申
儀

二
御
座
候

休

ナ
チ
ヤ
ヲ

初
と
申
儀

二
御
座
候

レ

.

而
と
申
儀

二
御
座
候

げ

え
と
申
儀

二
御
座
候

ナ
シ
ハ
ー

私
共
え
と
串
縫

二
御
座
候

陵
レ

私
共
儀
と
申
儀

二
御
座
候

ナ
ー
シ
ー

右
同
断

ナ
シ
や

私
共
と
申
儀

二
御
座
候

ナ
シ
ュ

右
同
断

ナ
チ
ヤ
シ
リ
キ

役
人
と
申
儀

二
御
座
候

広

私
共
と
申
儀

二
御
座
候

ナ

ー
ド

チ

ユ

吹

と

申

儀

二
御

座

候

ヒ

榎

御
蔭
を
以
と
申
儀
二
御
座
候

19

マ

マ

ヲ

ー

エ

〔
此

テ

ー

ヱ
と

申

儀

相

分

不
申

候

〕

ヲ
ブ

チ

エ
ム

皆

々
と
申

儀

二
御

座

候

ヲ

七

八

〔
此

ヲ

セ

ハ
と

申

儀

相

分

不
申

候

〕

19



ヲ
ス
タ
フ
シ
フ

シ
ャ

相
残
と
申
儀

二
御
座
候

ヲ
ス
タ
ウ
イ
ム

差
置
と
申
儀
(二
御
座
候

ヲ
ヒ
ユ
チ
ヤ
ル
ッ

士
と
申
儀

二
御
座
候

マ

マ

ヲ
ス
ヲ
ボ
ス
テ

ニ
ュ

御
蔭

二
而
相
帰
る
と
申
儀

二
御
座
候

ヲ
ス
ヲ
ホ
ズ

〔此
ヲ
ス
ラ
ボ
ス
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

β

従
と
申
儀
二
御
座
候

ヲ
コ
ニ

火
と
申
儀

二
御
座
候マ

マ

ヲ
ビ
チ
エ
テ
ル
ニ
ヤ

〔此
ヲ
ピ
チ
エ
テ
レ
ニ
ヤ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

ヲ
ス
ヲ
ボ
テ
ム

御
蔭

二
而
相
帰
る
と
申
儀

二
御
座
候

ヲ
セ
ム

此
趣
と
申
儀

二
御
座
候

ヲ
デ
ウ
エ
ツ

相
答
と
申
儀

二
御
座
候

ヲ
ツ
ノ
ゴ
1

壱
人
と
申
儀

二
御
座
候

02

区

マ
マ

マ
マ

ボ
ト
ム
エ

〔此
ホ
ト
ム
ヱ
の
ヱ
は
助
語

二
も
可
有
之
哉
〕
ポ
ト
ム
ニ
而

ハ
依
之
と
申
儀

二

御
座
候

ピ
リ

ニ
マ
チ
エ

仕
度
と
申
儀

二
御
座
候

ホ
ロ
イ
ジ
エ
ラ
i

出
来
と
申
儀

二
御
座
候

パ
キ
ヤ

〔此
バ
キ
ヤ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

ペ
レ
ビ
リ

ニ
ヤ

チ
ャ

推
量
と
申
儀

二
御
座
候

ポ
ー
ズ
ワ
リ
ヤ

エ
テ

申
付
と
申
儀

二
御
座
候

ポ
ー
ズ
ヲ
リ
ヤ

〔此
ボ
ー
ズ
ヲ
リ
ヤ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕



ポ
ド
イ
テ
ー

近
寄
と
申
儀

二
御
座
候

ポ
ー
ス
ネ
エ
シ
チ

〔此
ポ
ー
ス
ネ
エ
シ
チ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

ペ
レ
ー
ツ
ピ
リ

ニ
ー

推
量
と
申
儀

二
御
座
候

ポ
ズ
レ
デ

ニ
エ

相
残
し
と
申
儀

二
御
座
候

ボ
ロ
シ
イ
ム

ポ

ロ
シ
イ
ラ

此
二
句
皆
、
置
と
申
儀

二
御
座
候

ボ
チ
テ
ソ
ノ
や

御
慈
悲
と
申
儀

二
御
座
候

ボ
ズ
ヲ
リ
ヤ
タ

申
付
被
遣
と
申
儀

二
御
座
候

ベ
レ
ー
ツ
ピ
シ
ワ
イ

申
付
と
申
儀

二
御
座
候

パ
ア
カ

〔此
バ
ァ
カ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

ユ

ホ
ロ
レ
テ
ロ

飛
と
申
儀

二
御
座
候

2

に

マ
マ

ヤ
マ

ラ
ジ
イ
ポ
ヤ
ニ
ヤ

〔此
ラ
ジ
イ
ポ
ヤ

ニ
ヤ
と
申
儀
相
分
不
申
、
一

の
字

と
相
成
候
得
は
〕

銃
丸
藩
候
所
と
申
儀

二
御
座
候

エ
レ
シ
ー
テ
レ
ノ
シ
テ

防
と
申
儀

二
御
座
候

障

シ
レ
ツ
ト
ウ

相
成
と
申
儀

二
御
座
候

サ
ム
ユ

此
節
と
申
儀

二
御
座
候

シ
イ

ヨ

〔此

シ
イ

ヨ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕



ソ
バ
テ

ニ
ー
レ

救
と
申
儀

二
御
座
候

シ
ル
ー

下
知
を
受
と
申
儀

二
御
座
候

マ
マ

マ

て

シ
ヨ
ダ

〔此
条
1

の
字
、
1

の
字
之
誤

二
も
可
有
之
哉
。
左
候

ヘ
ハ
〕
愛
と
申
儀

二
御
座
候

シ
ー

ハ

是
と
申
儀

二
御
座
候

ス
ヲ
イ

私
之
物
と
申
儀

二
御
座
候

ス
デ
ラ
テ

出
来
と
申
儀

二
御
座
候

(「
ヲ
」
を
見
せ
消
ち
で

「
ラ
」
に
訂
正
-

筆
者
注
)

シ
ユ
ウ
エ

致
度
と
申
儀

二
御
座
候

け

ト

ニ
付
と
申
儀

二
御
座
候

ト
チ
ウ
エ

〔此

一
句
相
分
不
申
候
〕

タ
ク

左
様
と
申
儀

二
御
座
候

タ
ム

彼
地
と
申
儀

二
御
座
候

ト
ゴ

彼
之
と
申
儀

二
御
座
候

ゆ

ウ
テ
ワ
エ
ラ

ズ
テ
ノ

連
名
相
認
と
申
儀

二
御
座
候

ウ
セ
イ

耳
又
は
縫

(縫
の
右
傍
に
朱
筆
で

「本
ノ
マ
・
」、
筆
者
注
)
と
申
儀

二
御
座
候

ウ

エ
ダ

ム
ラ

や

為
相
知
と
申
儀

二
御
座
候

22



ウ
ム
ノ

シ
ヤ
フ

任
差
図
と
申
儀

二
御
座
候

匡

チ

レ
ー

ス

飛

越

と

申

儀

二
御

座

候

チ

エ

ヨ

.

〔
此

の

チ

エ

ヨ
と

申

儀

相

分

不

申
候

〕

チ

ト

ー

者

と
申

儀

二
御

座

候

チ

エ
ヒ

ウ

エ

コ

人

と
申

儀

二
御

座

候

障

極
リ
ヨ
プ

船
と
申
儀

二
御
座
候

シ
モ
ツ
ペ
エ

〔此
シ
モ
ツ
ペ
ヱ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

陸

陸

私
と
申
儀

二
御
座
候

ヤ
ド
ラ

銃
丸
と
申
儀

二
御
座
候

チ
ー
カ
ウ
ア

虎
豹
之
名

二
御
座
候

ダ

ル
ノ
シ
テ

〔此
ダ
ル
ノ
シ
テ
と
申
儀
相
分
不
申
候
〕

ヅ
ナ
ー
カ

合
図
と
申
儀

二
御
座
候

ワ
シ
ユ

貴
様
と
申
儀

二
御
座
候

ア
レ
キ
リ
ヨ

譜
厄
利
亜
と
申
儀

二
御
座
候

け
レ

歎
と
申
儀

二
御
座
候

フ
ウ
ン
チ
ー

払
郎
察
ト
申
儀

二
御
座
候

に

歎
と
申
儀

二
御
座
候

コ
ロ
ラ
ン
ゼ
ー

阿
蘭
陀
と
申
儀

二
御
座
候

ピ
サ
タ

書
ク
と
申
儀

二
御
座
候

23



イ

又
と
申
儀

二
御
座
候

ゴ
ヲ
ル

〔此

一
句
相
分
不
申
候
〕

右
横
文
字
書
附
、
魯
西
亜
人
共
え
為
読
候
所
、
彼
国
之
文
字
候
間
読
候
儀
は
片
仮
名
音
附
候
通
読
候
得
共
、
文
字
切
之
の
様

二
而

御
座
候

二
付
、
字
義
は
附
不
申
候
文
字
も
有
之
候
由
。

一
躰
の
文
面
は
何
等
之
儀
相
認
候
と
申
儀
は
組
分
不
申
。
尤
文
字
は
読
候

而
も
文
意
難
解
ケ
所
井
書
損
誤
字

二
而
も
可
有
之
哉
、

一
行
之
内

一
字
、
又
は
両
三
字
直
候
得
は
文
意
相
分
り
候
字
面
も
有
之
、

或

ハ
意
味
解
兼
候
所
も
有
之
候
旨
申
之
候
間
、
横
文
字
側
え
片
仮
名

二
而
音
を
附
、
且
意
味
相
分
候
ケ
所
は
其
訳
ケ
条
之
下
え
通

解
之
趣
認
、
書
損
え
も
可
有
之
相
見
候
所
は
相
直
、
井
趣
意
相
分
兼
候
字
面
は
是
又
右
同
様
ケ
条
之
下
え
相
認
候
。
且
又
、
右
横

文
字
を
阿
蘭
陀

・
仏
郎
察

・
譜
厄
利
亜
等
之
文
字

二
認
替
候
儀
出
来
可
申
哉
、
全
額

へ
相
尋
候
処
、
魯
西
亜
人
共
之
内
、
右
国

々

の
文
字
少
し
は
相
弁
候
も
の
も
有
之
候
得
共
、
魯
西
亜
文
字
を
阿
蘭
陀

・
仏
郎
察

・
譜
厄
利
亜
等
之
文
字

二
認
替
候
働
出
来
候
程

二
は
相
弁
不
申
旨
申
之
候
。

ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
か
ら
返
答
を
得
た
ロ
シ
ア
語
単
語
に
た
い
す
る
語
釈
は
、
早
速
蛮
書
和
解
御
用
の
佐
十
郎

へ
下
さ
れ
た
。
佐
十
郎
は
前
に

自
身

で
付
け
て
お
い
た
語
釈
に
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ン
か
ら
の
も
の
を
加
え
て
、
何
と
か

一
応
の
訳
出
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

正
月
廿
八
日
、
馬
場
佐
十
郎
右
松
前
表
よ
り
差
越
候
訳
語
を
綴
音
大
意
和
解
、
蔵
之
丞
を
以
摂
津
守
殿
え
上

ル
。
左
之
通
、

魯
西
亜
文
大
意
和
解

馬
場
佐
十
郎

(
片
仮
名
表
記
ロ
シ
ア
語
お
よ
び
単
語
ご
と
の
訳
語
は
略
。
図
版

2
)

右
之
訳
字

ハ
松
前
表
よ
り
認
参
候
儘
に
而
御
座
候
。
朱
引
仕
候
辞
は
同
所

二
而
も
相
分
り
不
申
由
申
越
候
辞

二
御
座
候
。
又
朱

二

而
相
認
候
訳
字

ハ
皆
、
地
名
人
名
と
相
見
え
候
故
、
松
前
表

へ
尋
遣
不
申
候
辞
に
て
御
座
候
。
籾
、
西
洋
は

一
統
皆
仮
名

二
て
辞

を
相
認
候
得
は

一
辞

二
も
数
義
有
之
候
儀

二
御
座
候
。
則
、
日
本

二
而
、
は
し
と
相
認
、
橋
、
端
、
箸
等
に
相
通
し
候
と
同
様
之
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事

二
御
座
候
。
然

ル
処
、
右
松
前
よ
り
参
候
和
解

八
一
辞
に

一
儀

の
訳
を
充
て
参
候
故
、
右
之
如
く
相
連
ね
認
見
候
得
は
中
に

ハ

取
り
て
も
附
ぬ
辞
御
座
候
。
是

ハ
全
く
右
奉
申
上
候
故
之
儀

二
御
座
候
。
其
上
、
文
理
語
脈
の
観
法
可
有
御
座
候
所

一二

向

二
相

弁

へ
不
申
候
得
は
、
中
々
深
意
相
分
り
候
所

二
至
り
不
申
候
。
依
之
、
大
略
を
考

へ
、
辞
に
増
減
を
な
し
相
認
候
処
、
左
之
通
御

座
候
。

魯
西
亜
大
意
和
解

[天
道

へ
掛
]

[被
遣
]

[士
]

鳴
呼
、
我
か
天
道
な
る
哉
、
各
其
地
え
被
参
、
相
助
り
被
居
候
哉
。
左

二
相
記
候
連
名
の
此
方
え
相
残
り
候
者
共
、
皆

々
此
儀
を
案

し
申
候
。
何
卒
和
睦
相
成
候
て
、
御
帰
り
有
之
候
様
仕
度
候
。
此
節
、
其
御
方
役
人
詰
居
候
場
所
よ
り
世
話
敷
打

放

た
れ
候
銃

丸

〔気
絶
]

[火
出
来
]

ハ
私
共
之
耳
の
側
を
飛
ひ
、
真
丸
藩
候
所

ハ
遠
く
船
を
飛
越
申
候
。
私
共
、
甚
驚
申
候
。
依
て
私
共
方
よ
り
も
火
を
放
、
世
話
敷
防

申
候
・
其
方
二
而
ハ
如
何
相
成
候
哉
と
獲

致
候
・
私
共
銃
丸
は
小
さ
く
・
殊
二
小
勢

二
而
候
へ
は
壁

近
業

巻
騒

籍

購

%

存
不
申
]

[為
相
知
]

事

二
候
。
此
趣
御
知
ら
せ
申
候
。
此
上

ハ
天
の
救
を
以
、
御
助
り
可
被
成
候
。
私
共

ハ
各
方
を
相
残
し
置
、

ヲ
ホ
ー
ッ
カ
え
罷
越
、

;

[取
返
ス
]

彼
地
の
任
差
図
、
其
下
知

セ
随
而
又
々
愛
許
え
御
迎

二
可
参
候
間
、
其
方
役
人

二
慈
悲
を
御
願
被
成
、
御
懇
意
可
被
成
候
。
私
共
皆

目
要

撃

愛

ワ
シ
リ
イ
ミ
ハ
イ
。
・
ヰ
チ
蕊

割
勘
役
編

肇

馨

何
れ

へ
か
又
々
駄

副

候

船
中
相
残
り
候
九
+

[御
蔭

二
而
御
帰
り
]

一
人
の
者
共
皆
々
相
助
り
居
申
候
。
各
方
も
御
慈
悲
を
御
願
被
成
、
御
助
り
御
帰
り
有
之
様
希
候
。

一
千
八
百

一
十

一
年
七
月
十

一
日

[其
元
]
う
し
や
人

連
名

右
は
和
解
と
申
も
の
に
而

八
難
御
座
候
。
松
前
表
よ
り
参
候
訳
字
を
拾
ひ
集
候
而
大
略
を
推
量
仕
、
書
取
候

迄

二
御
座
候
。
依

之
、
相
違
も
可
有
御
座
候
。
中

々
正
訳
と
申
所

ニ
ハ
至
り
不
申
候
。
籾
又
、
上
下
の
語
勢
を
以
て
私

二
訳
を
転

し
相
認
候
者
も
御



座
候
。
是

ニ
ハ
松
前
よ
り
参
候
訳
字
を
、
傍

二
朱

二
而
相
記
置
申
候
。

申
正
月

馬
場
佐
十
郎

佐
十
郎
の
訳
出
中
か
、
参
考
の
た
め
松
前
奉
行
同
心
上
原
熊
次
郎
の
訳
稿
が
佐
十
郎
の
も
と

へ
届
け
ら
れ
た
。
紙
数
の
関
係
で
紹
介
で

き
な
い
が
、
熊
次
郎
の
訳
文
に
た
い
し
て
佐
十
郎
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

(前
略
)
上
原
熊
次
郎
訳
文
、
得
と
拝
見
仕
候
処
、
宜
敷
出
来
仕
、
委
敷
相
分
り
申
候
。
尤
、
先
達
而
私
よ
り
差
上
候
大
意
和
解
と

ハ
少

々
宛
之
相
違
御
座
候
得
共
、
趣
意
は
格
別
之
間
違
も
無
之
哉
と
奉
存
候
。
但
、
右
熊
次
郎
訳
之
内
認
有
之
候
イ
リ
コ
ル
ト
猟
、

ペ
テ
ル
ポ
ル
榔
、
ク
ナ
シ
リ
、
明
年
と
申
語
、
右
横
文
字
中
見
当
り
不
申
候
。
掴
又
、
右

一
同
御
下

二
相
成
候
横
文
字
写
、
是
亦
拝

見
仕
候
処
、
是
は
全
く
横
文
字
存
不
申
者
写
し
候
と
相
見
え
、
原
文
と
引
合
候
処
、
落
字
行
落
相
見

へ
申
候
。

依
之
、
此
段
奉
申
上

62

候
。
以
上
。

申
二
月

馬
場
佐
十
郎

上
原
熊
次
郎
の
訳
も
ま
た
立
派
な
も
の
で
あ

っ
た
。
後
半
で
佐
十
郎
の
い
う
横
文
字
原
文
の
違
い
が
生
じ
た
理
由

は
不
明
で
あ
る
。
熊

次
郎
の
手
に
し
た
ロ
シ
ア
文
と
佐
十
郎
の
も
と
に
あ

っ
た
ロ
シ
ア
文
に
何
故
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
か
疑
問

が

残

る
。
「原
文
と

引
合
候
処
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
佐
十
郎
の
も
と
に
は
原
文
が
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

一
応
の
翻
訳
を
成
し
て
上
申
は
し
た
も
の
の
、
ま
こ
と
に
覚
束
な
い
こ
と
こ
の
上
も
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
幕
府
と
し
て
も

ロ
シ
ア

語

の
翻
訳
官
の
養
成
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
認
識
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
佐
十
郎
に
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ン
に
就
い
て
ロ

シ
ア
語
の
学
習
を
す
る
よ
う
命
が
下

っ
た
。
佐
十
郎
に
は
、
す
で
に
文
化
六
年
二
月
に

〈魯
西
亜
譜
厄
利
亜
文
字
言
語
修
業
稽
古
〉
の
、

さ

ら
に
同
年
九
月
に
は

〈
蛮
学
稽
古
世
話
役
〉
の
命
が
下
さ
れ
て
い
た
。
佐
十
郎
は
そ

の
命
を
奉
じ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ロ
シ
ア



か
ら

の
帰
還
漂
流
民
光
太
夫
か
ら
二
年
間
初
歩
の
ロ
シ
ア
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
外
国
地
誌
御
用
と
し
て

ロ
シ
ア
地
誌
研

究

に
も
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
蛮
書
和
解
御
用
の
役
人
と
い
う
低
い
身
分
で
は
あ

っ
て
も
幕
府
内
部
の
者
で
あ

っ
た
。
佐
十
郎
に
今
回
の

書
簡
翻
訳
の
命
が
下

っ
た
の
も
、
幕
府
が
最
も
適
任
者
と
判
断
し
た
結
果
で
あ

っ
た
に
相
違
な
い
。
さ
ら
に
、
佐
十
郎
み
ず
か
ら
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
未

(
文
化
八
年
)
十
月
の

「
辛
未
魯
西
亜
書
簡
和
解
」
の
中
で
、
書
物
に
よ
る
本
格
的
な

ロ
シ
ア
語
研
究
の
必
要
を
提
言

し
て
も
い
た
。
ま
だ
年
若
い
新
進
の
西
洋
語
学
の
達
人
で
あ

っ
た
佐
十
郎

に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
誰
の
目

に
も
当
然
と
写

っ

た
で
あ
ろ
う
。
佐
十
郎
自
身
、
内
心
は
自
分
が
選
ば
れ
て
思
う
存
分
ロ
シ
ア
語
研
究
の
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
い

た
か
も

し
れ

な

い
。

い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
佐
十
郎

へ
の
ロ
シ
ア
語
学
習
の
命
は
ま
さ
に
適
任
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
佐
十
郎
は
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
の
幽
閉
さ
れ
て
い
る
松
前

へ
、

ロ
シ
ア
語
学
習
の
た
め
に
向
か
う

こ
と
に
な

っ
た
。
命
が
下

っ
た

の
は
本
稿
に
述
べ
た

ロ
シ
ア
語
書
簡
の
最
終
訳
稿
を
提
出
し
た
同
じ
年
の
暮
、
文
化
九
年
十
二
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
佐
十
郎

の
松
前
派
遣
に
つ
い
て
は
、
天
文
方
の
長
と
し
て
、
蛮
書
和
解
御
用
の
責
任
者
で
あ

っ
た
高
橋
作
左
衛
門

に
さ
え
突
然

の
決
定
で
あ

っ
た

よ
う

で
あ
る
。
幕
閣
お
そ
ら
く
は
若
年
寄
堀
田
摂
津
守
正
敦
に
よ
る
決
定
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
決
定
を
知

っ
た
作
左
衛
門
は

病
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堀
田
摂
津
守
の
下
に
あ

っ
て
松
前
事
件
を
担
当
し
て
い
た
布
施
蔵
之
丞
の
元

へ
出
掛
け
て
こ
の
間
の
事
情
を
質

さ
ね
ば
な
ら
な
い
あ
り
様
で
あ

っ
た
。
翌
日
は
佐
十
郎
派
遣
に
関
わ
る
書
類
作
り
に
忙
殺
さ
れ
な
が
ら
、

ロ
シ
ア
語
学
習
の
た
め
で
は
あ

っ
て
も
、
そ
の
他
に
も

「内

々
之
御
用
」
が
予
想
さ
れ
、

年
若
の
佐
十
郎

一
人
で
は
心
も
と
な
い
と
い
う
理
由
で
、

「老
功
之
者
」
足
立

左
内
を

「指
添
」
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
進
言
し
、
採
用
さ
れ
た
。
足
立
左
内
は
天
文
方
暦
局
に
あ

っ
て
天
文
暦
学

・
測
量
術
に
優
れ

た
学
究
で
あ

り
、
「
老
功
之
者
」
と
し
て

「指
添
」
と
い
う
役
割
よ
り
も
、
作
左
衛
門
は
こ
の
機
会
に
左
内
に
も

ロ
シ
ア
人
か
ら
直
接
西

洋

の
学
問
を
吸
収
さ
せ
た
い
と
の
期
待
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
左
内
の
派
遣
決
定
は
文
化
十
年
正
月
三
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
二
人

が

松
前

に
向
け
て
江
戸
を
出
立
し
た
の
は
文
化
十
年
正
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
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(前
略
)
然

二
旧
臓
廿
九
日
、
馬
場
佐
十
郎
義
松
前
え
差
遣
旨
、
俄

二
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候
処
、
何
等
の
義

二
や
且
手
続
井
御
手

当
等
之
儀
、

一
切
か
不
相
分

二
付
病
中
苦
痛
を
押
駕
籠

二
而
三
百
坂
布
施
迄
相
越
し
、
翌
朔
日
終
日
認
物
、
井
佐
十
郎
壱
人

二
而

ハ

年
若

二
も
有
之
、
且
魯
西
亜
言
語
稽
古
而
已

二
候
て
者
宜
候
得
共
、
外

二
内
々
御
用
向
有
之
候

二
付
、
老
功
之
者
壱
人
差
添
可
遣
存

付
候
処
、
相
応
の
人
物
依
之
足
立
左
内
勧
メ
候
而
差
添
遣
度
旨
、

正
月
二
日
中
上
候
処
、

翌
三
日
被
仰
渡
候
。

(中
略
)
拐
右
両
人

(
9

)

漸
正
月
廿
八
日
無
滞
出
立
致
候
。
大
安
堵
い
た
し
候
。
(下
略
)

松
前
に
到
着
し
た
佐
十
郎
と
左
内
が
初
め
て
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
と
出
会

っ
た
の
は
文
化
十
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
二
人
が
ゴ

β

ヴ

ニ
ン
の
元

へ
通

っ
て
、
い
か
に
熱
心
に
ロ
シ
ア
語
あ
る
い
は
西
洋
暦
学

・
測
量
術
等
を
熱
心
に
学
習
し
た
か
は
、
ゴ

ロ
ヴ

ニ
ン
が
帰
国

後

に
記
し
た

『
日
本
幽
囚
記
』
に
詳
し
い
。
江
戸
に
帰

っ
た
佐
十
郎
と
左
内
は

「
魯
西
亜
辞
書
取
調
御
用
」
を
命
ぜ
ら
れ
、
松
前
の
通
詞

と

し
て
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
事
件
の
通
訳
で
活
躍
し
佐
十
郎
と
は
別
に
本
稿
の
書
簡
を
和
解
し
た
上
原
有
次

(熊
次
郎
)
の
協
力
の
も
と
、
我
が

8

マ
マ

リぢ

国
初

の
ロ
シ
ア
語
文
法
書

『文
法
規
範
』
六
巻
を
完
成
し
た
。
『
文
法

規
範
』
巻
頭
に
は

「
馬
場
貞
由
訳
述
/
足
立
信
顕
参
考
/
上
原
有

次
校
閲
」
と
あ
る
。
佐
十
郎
に
は
ほ
か
に

『魯
語
』

一
巻
が
あ
る
。

こ
う
し
て
我
が
国
の
ロ
シ
ア
語
学
を
は
じ
め
と
す
る

ロ
シ
ア
研
究
の
基
礎
が
か
た
め
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
さ

に
、
本
稿
で
述
べ
た

書
簡
和
解
の
試
み
は
我
が
国
の
ロ
シ
ア
語
事
始
と
い
う
べ
き
事
業
で
あ

っ
た
。

〔注
〕

(
1
)

こ
の
時
の
様

子
は
岩
波
文
庫

『
日
本
幽
囚
記
』
の
付

録
と
し
て
載

る
艦
長

「
リ

コ
ル
ド

の
手
記
」
に
、
次

の
よ
う
に
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

(前
略
)

わ
れ
わ
れ

は
更

に
市
か
ら
遠
ざ
か
り
、
陣

屋
の
砲
弾

の
届

か
な
い
距
離

に
投
錨
し
た
が
、
そ

の
間

に
生
捕

り
に
さ
れ

た
艦
長
あ

て
に

一
通

の
手
紙
を
書
く

こ
と

に
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ

の
手
紙

に
、
艦
長

は
じ
め
同
僚
を
失

っ
た

こ
と
が
如
何

に
痛

嘆
に
た

へ
ざ

る

こ

と

で

あ

る



か
、
国
後
島

の
長
官

の
行
動
が
如
何
に
不
当
に
し
て
国
際
法

に
反
す
る
も

の
で
あ

る
か
を
述

べ
、
今

は
上
官

に
報
告

の
た
め
オ
ホ
ー

ツ
ク

へ
向

ふ

が
、
艦
長
以
下
を
救

ふ
手
段
が
尽
き
た
ら
全
員

一
致

し
て
生
命
を
投
げ
す
て
る
覚
悟
で
あ

る
と
知

ら
せ
て
置

い
た
。

こ
の
手
紙

に
は
士
官

全
部
が

署
名

し
、
港
内

に
浮
べ
た
桶

の
中

に
入
れ
た
。

そ
れ
か
ら

夕
刻
ま

で
に
錨
索
に
よ

っ
て
更

に
本
艦

を
陸
岸

か
ら
遠
ざ
け
、
敵

の
不
意
打
ち
に
備

へ

て

一
夜

を
す
ご

し
た
。

(ゴ

ロ
ヴ

ニ
ン
著

・
井
上
満

訳

『
日
本
幽
囚
記
』
岩
波
文
庫

(
下
)

二
〇

八
頁
)

(
2
)

「
久
奈
志
利

記
」
、
前
述

の
⑪

六
月
七

日

(文
化
七
年
、

一
八

一
一
年

七
月
十

四
日
、
平
野
注
)
朝
霧
も
な
け
れ
は
明
渡

候
と
海

上
を
見
渡
す
所

に
、
又
浮
樽

に
旗
を
立
海
に

置
、
異
船

ハ
夜

の
う
ち

に
い
っ
ち
行
け
ん
、
見

へ
す
。

(中
略
)

籾
、
海

に
置
た
る
浮
樽
を
取
入
見
る
に
、
釘
付
な

し
た
る
箱

一
ツ
あ
り
。
開
て

見
れ
ば
、
中

に
書
簡

一
枚
あ
り
。
魯
西
亜
文
字

の
草
書
に
、

し
か
も
細
字
な
れ

ハ
読
事
不
能
。

(
中
略
)

六
月
七

日
海
上

に
残
し
置
た
る
書
簡
、

松
前

に
て
生
捕

共
に
よ
ま
し
む

る
に
、
別

の
子
細

に
も
あ
ら
す
、
取
押

へ
ら
れ

た
る
も

の
を
取
返
ん
為
、
石
火
矢

を
打

て
寄

せ
た
れ

は
、
陸

の
石

火
矢
き
ひ
し
く
し
て
寄

難
し
、
故

に
不
人
情
な

か
ら
捨
置
、
オ
ホ

ツ
カ
え
帰
帆
致

し
、
此
段
国
王
え
申
達

し
、
王
命

を
う
け

て
来
年
参
る

へ
し
。

其
節
は
七
人
の
者
共
の
生
死
の
義
簸

た
し
と

の
義
也
と
そ
。

按
ず
る

に
、
幽
此
読
様

虚
な
る

へ
し
。
其
故

い
か
ん
と
な
れ

ハ
、

石
火
矢
打
合

の
節
、
異
人

ハ
尽
く
帆
柱

の
上
パ
ラ
ン
ダ

に
上
り
、
或

ハ
船

は
た

ヤ

マ

に
ひ
し
と
立
な
ら
ひ
、
手
を
換

て
此
方

を
詠
居

た
る
様
、
大
銃
に
向

ひ
居

る
景
色

ニ
ハ
あ
ら
す
。
何
ぞ
珍
ら
敷
物

を
見
物
す

る

つ
ら

だ
ま

し
い

也
。
遠
目
鏡

二
て
見
る
所
、

現
然
也

と
。
さ
れ

ハ
、
陸

の
石
火
矢
き

ひ
し
く

し
て
寄
り
付
難
し
と

ハ
言
葉
と
行

と
齪
離

せ
り
。

王
命
を
幸

し
て

来
年
可
来
と

ハ
実
事
な
ら
ん
か
、
猶
考
あ

る

へ
き
事
也
。

(傍
線
は
筆

者
)

(
3
)

文
化

八
年

七
月
廿

六
日
、
或
書
状

七
月

四
日
、
檎
八
人
函
館
御
役
所

へ
被
召
出
、
御
調
子

に
相
成
候
処
、
何
を
申

も
蝦
夷

人
之
通
弁

に
て
、
少
し
入
組
候

儀
は
中

々
通

し
兼
、
御

役
所
に
て
も
余
程
御
困

り
之
御
様
子
、
多
く
御
目
付
御

下
向

に
御
調
子

に
可
相
成
、

通
弁
は
馬
場
佐
、

〔按
ず

る
に
、

天
文
方
手
伝
馬
場
佐
十
郎

な
り
、
今
度
蝦
夷
地

に
赴
き

て
、

魯
西
亜

の
通
弁
を
勤
め
し
事

は
、

前

に
注
す
、
〕

又
は
彼
幸
太
夫

〔
按
ず
る
に
、

寛
政
年
間
魯

西
亜
国
よ
り
帰

国
せ
し
漢
人

な
り
、
〕

に
て
も
可
被
差
遣
哉
、

右

一
件
御
役

人
方

に
て
も
、

至
て
内
密

に
致

し
有
之
供
待
と
も
、

極
内

々
相
願
ひ
、
実
記
借

請
荒
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増
書
綴
別
紙
入
御
覧
候
、
交

易
願
と
申

説
も
御
座
候

へ
と
も
、
賊
船
之
類
に
無

之
哉
、
籾

又
右
八
人
之
者
共
召
捕

に
相

成
、
本
船

は
直

に
帰
帆
致

し
候

へ
と
も
、
右
之
通
乗
組
之
内
召
捕

は
れ
、

其
儀
置
候
儀

に
て
は
有
之
間
敷
、

一
旦
は
帰
帆
致

し

候

て
も
、

又
々
不
遠
内
渡
来
之
程
も
無
党

束
、
右

に
付

て
は
ク
ナ
ジ
リ
御
見
廻
と
し
て
、
先
達
而
当
所
よ
り
御
吟
味
役
被

成
御
越
、
蝦
夷
地
場
所

に
て
は
勿
論
、
当
所
辺
台
場

に
て
、
其
外

当
所
船
手
御
番
所
も
、
此
節
俄

に
大
筒
御
仕
掛

に
相
成
、

一
体
御
厳
重
之
御
事

に
御
座
候
、
甲
子
夜
話
、

([

]
内
は
原

本
で
は
双
行

の
割
注
)

(『
通
航

一
覧
』
巻
三
百

国
書
刊
行
会
、
大
正
二
年

刊
、
第

七
、
四

三
五
頁
)

(
4
)

幕
府

は
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な

っ
て
き
た
西
洋
諸

国
と
の
外
交
関
係

に
備
え
る
た
め
、
遅
れ
ば

せ
な
が
ら

オ
ラ
ン
ダ
語
以
外

の
西
洋
語
通
訳

の

育
成

に
乗
り
出

し
た
矢
先

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
文
化

六
年
二
月
二
十
五
日
に
は
、
馬
場
佐
十
郎

ほ
か
六
名

の
長
崎
通
詞
に
た

い

し

て
、
〈
魯
西
亜

諸

厄
利

亜
文
字
言
語
修
業
稽
古
〉
を
命
じ
、

同
年
九
月

二
十

日
に
は
佐
十
郎
ほ
か
五
名
に

く疫
学

稽
古
世
話
役
V
を
命
じ

て

い

る
。
『
長
崎
志
続

編
』

(長
崎
文
献
社

『
続
長
崎
実
録
大
成
』
第

一
集
第
四
巻
所
収
)

に
よ
る
。

佐
十
郎
が
光
太
夫

に
就

い
て

ロ
シ
ア
語
の
習
得

に
励

ん
だ

の
も
、

こ
の
命

に
従

っ
て
の
こ

と

と

思

わ

れ

る
。
馬
場
佐
十
郎

『
帝
爵
魯

西
亜
国

む

誌

』
(
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
)

の
凡
例

(
文
化

六
年
仲
冬
)

に

は

「
勢
州
白
子

ノ
舟

子
光
太
夫

ハ
往
年
漂
流

シ

テ
魯
西
亜
国

二
到

リ
、
寛

3

政
年
間
彼

ノ
護
送

ヲ
得

テ
帰
朝

セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
戊
辰

ノ
冬
、
貞
由

二
命

ア
リ
。
時

二
彼

二
就

テ
其
憶
記

シ
来

ル
所

ノ
魯
西
亜
言
語

ヲ
習
得

ヘ
シ

ト
。

コ

・
二
於

テ
毎

二
貞
由

力
官
舎

二
乗
リ

テ
コ
レ
ヲ
伝

ル
コ
ト
、
今

二
二
年

(下
略
)
」
と

い
う
。

「
戊
辰
」

は
文
化
五
年

の
こ
と
で
あ
る
。

(5
)

大
槻
玄
沢

『
蘭
訳
梯
航
』
巻
之
下

(岩
波
書
店

『
日
本
思
想
体
系
』

64

「
洋
学

上
」
三
八
七
頁
～

三
八
八
頁
)
。

(6
)

「蛮
字
弐
枚
略

ス
」

は
原
本

の
ま
ま
。

筆
写
者
が

ロ
シ
ア
語
綴

り
を
写

せ
な
か

っ
た
た

め
と
思
わ

れ

る
。
本
来
、

こ
こ
に
は
本
書
簡

の

ロ
シ
ア

語
原
文
が
記

さ
れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

ロ
シ
ア
語
原
文

を
含
む
写
本

の
出
現
が
期
待

さ
れ
る
。

(7
)

ゴ

ロ
ヴ

ニ
ン
箸

・
井

上
満
訳

『
日
本
幽
囚
記
』
、
岩
波

文
庫

(
上
)
三

二
九
頁
～
三
三

一
頁
。

こ
の

『
日
本
幽
囚
記
』

の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳

(
ロ
シ
ア
語
原
本

の
ド
イ

ツ
語
訳

か
ら

の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
)

を
佐
十
郎
が

入
手

し
、
幕
府

の
天
文
台

で
訳
出
さ
れ
た
。
佐
十
郎

は
中
途

で
没
し
た
が
、
文
政

八
年

『
遭
厄

日
本
紀
事
』
と
し

て
訳
が
成

っ
た
。
参
考

ま
で
に
、
右
と
同

一
箇
所

の
訳
文

を

『
遭
厄
日
本
紀
事
』

か
ら
引
用
し
て
お
く
。



文
中

に
は
佐
十
郎
の
作

成
し
た

ロ
シ
ア
語
単
語

の
質
問
表

に

つ
い
て
も
詳

し
く
記
さ
れ
て
お
り
、

〈
保
按

に
、

馬
場
佐
十
郎
書
し
て

質
問

に
出

せ
る
も

の
な
り
〉

の
割
注
が
付

さ
れ
て

い
る
。

〈保
〉

と
は
佐
十
郎

の
上
司
高
橋
景
保
の
こ
と
で
、

こ
の
質

問
表

の

ロ
シ
ア
語
綴
り
が
佐
十
郎
に

よ

っ
て
書

か
れ

た
も

の
で
あ
る

こ
と
を
裏
づ
け

て
い
る

(
前
略
)

日
本
政
家

に
於

て
我
等

の
詞
を
信

用
せ
る
と

は
思

は
れ
す
、
其

ゆ
ゑ
は
前

に
予

か
翻
訳
と

て
出

せ
る
、
デ
イ
ヤ
ナ

〔自
注
、
船
名
、
〕

よ
り
送
り
た
る
書
簡

に
就

て
、

日
本
人

の
疑
念
尚
は
れ
す
、
其
翻
訳

の
違
な
き
や
否
を
糺

さ
ん
と
の
巧

み
と
み
え

て
、
或
時
官
吏
来
り
て
大

な
る

紙

を
四

つ
に
折

り
、
其

一
分
に
彼

の
書
簡

に
あ
り

し
詞
を
、
我
字
韻

を
順
次

に
輯
録

し
、
我
等

か
名
及
デ

イ
ヤ
ナ
の
役
人

の
名
を
除
き
て
害
せ
す
、

我
等

に
示
し
て
此
紙
面

の

一
分

に
記

せ
る
詞
を
、
諸
厄
利
亜
語
、
仏
郎
察
語
、
及
和
蘭
語

に
訳
し
て
白
紙

の
所
に
書
分
け
出
す

へ
し
、
此
書
面
は

王
都
よ
り
送
り
来
る
も

の
に
て
、
誰
人

か
害

せ
る
を
し
ら
さ
れ
と
も
、
和
蘭
語
を

し
れ
る
日
本
人

の
書
た
る
も
の
な
る

へ
し
と
い

へ
り
、
〔
自
注
、

保
按

に
、
馬
場
佐
十
郎
書
し
て
質

問
に
出
せ
る
も

の
な
り
、
〕
予
こ
れ
を
見

て
、

其

偽
言
な
る
事
を
察

し
、

予
も
亦
偽
り

て
云
、

此
等

の
語

は
何

所
の
語

な
り
や
、
予
も
解
し
得
さ
る
詞
往

々
見

え
、
其
内

に
は
全
く
俄
羅

斯
語

に
非

さ
る
文
字
も
綴
り
あ
り

て
、
是
は
全
く
俄
羅
斯
語

を
知

さ
る

者

の
書
せ
る
も
の
な
ら

ん
、
我
等
之
を
訳
し
得
す
と
て
辞

し
ぬ
、
其
書
中
或
は

乙

、
〔自
注
、

繊
麗
斯
語

の
大

の
字
〕
を

ヒ

〔自
注
、

ヱ
の

字
、
〕

に
か

へ

.π

〔自
注
、

へ
の
字
、
〕
を

之

〔
自
注
、

カ
の
字
、
〕

に
変

し
た
る
等
あ
れ
は
な
り
、

爾
後
貞
助
予

に
告
て
云
、
和
蘭

人
の
ラ
ク
ス

マ
ン
と
云
者
あ
り

て
、
好
き
禄
を
得
て
江
戸
に
住
居

し
、
生
涯
帰
国

せ
さ
る
約
束
に
て
、
天

文

地
図
等

の
事
を
勤
む
、
〔自
注
、
保

按
に
、
馬
場
佐
十
郎

の
事

な
ら

ん
、
〕
被
害

は
其
者

の
記
し
た
る
な
り
と
、

予

又
彼
官
吏

に
云
け
る
は
、
我
等
此
俄
羅
斯
語

に
他
邦

の
語
を
充
て
記

し
な
は
、
和
蘭
通
事

こ
れ
を
見
て
、

己
か
意

に
て
和
解
す

へ
し
、
然
る

時

は
我
等
か
意
は
正
直

に
は
達
す
ま
し
、
如
何
と
な
れ
は
、
和
蘭
人
は
元
よ
り
俄
羅
斯

人
を
は
甚

だ
好
ま
さ
れ

は
な
り
、
其
故

は
往
時

レ
ザ

ノ
フ

か
日
本

に
使
せ
し
時
、
和
蘭
人
中

に
立

て
大

に
自
国
の
利
を
な

せ
し
と

い
ふ
事
あ
れ
は
な
り
、

且
此
書
面
も

一
綴
り

の
全
文
な
ら
は
其
儀

を
明
白

に
説
き
得

へ
け
れ
と
も
、
斯

の
如
ぎ
単
詞

に
て
は
解
し
得

へ
か
ら
す
と
、
彼
官
吏

こ
れ
を
聞
て
、

和
蘭

人
か
日
本
人
と

レ
ザ

ノ
ブ
と

の
間

に
入
た

る
と
は
、
如
何
な
る
事
に
や
と
問

へ
り
、
予
云
、
嘗

て
諸
厄
利
亜
国
人
の
和
蘭

の
海
舶
よ
り
奪

取
れ
る
書
簡
あ

り
、
此
書
面

に
和
蘭
人

の
記
せ
る

に
は
、

レ
ザ

ノ
フ
日
本

に
至
り
し
時

、
其
他

に
居

た
る
和
蘭
人
、
中

に
立
て
日
本
人
え
教

へ
、
俄
羅
鶏
人
の
再

ひ
日
本

に
入
来

る
の
望

み
を
絶
し
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む

る
様

に
取
な
し
て
、
大
な
る
幸
を
得

た
り
と

い
ふ
事
を
載
た
り
、
(中
略
)
彼
又
云
、
そ

の
事
あ
ら
は
何

ゆ
ゑ
に
疾
く
告
さ

る
や
と
、
予
答

て
、

今
我
等

の
事

に
就

て
、
和
蘭
人

の
関
る
事
あ
り
と

は
知
ら
さ
る
故
、
今

迄
は
告

さ
り
し
な
り
、
今

こ
れ
を
告
し
は
、
も
し
今

又
我
等

と
日
本

人
と

の
間

に
、
和
蘭
人
挟
ま
り
て
害

を
な
さ
ん
事
を
恐
れ

て
な
り
、

(中
略
)

是
に
於

て
彼
書
面

に
、
他
邦

の
詞
を
記
す
事
は
止
た
り
し
か
、
俄
羅
斯

語

は
か
り

は
解
す

へ
し
と
責
け
る
ゆ
ゑ
、

已
事

を
得
す
真
意

に
従

ひ
、
数
日
か

二
り
と
是

を
日
本
人

に
諭

し
、
彼
等
も
大
に
心
を
労

し
、
我
等
も

力
を
蜴

し
て
漸
く
成
れ
り
、
又

ホ
ウ

シ
ト

フ
の
書
面
も
、
斯

の
如
く
再

ひ
訳
を
な
す

へ
し
と
て
、
甚
困
難
な
る
業
と
も
多

か
り
け

り
、

(以
下
略
)

([

]
内

は
原
本

で
は
双
行

の
割
注
V

『
遭
厄
日
本
紀
事
』

(
『通
航

一
覧
』
巻
七
、
国
書
刊
行
会
本
四
九

四
頁
～

四
九

六
頁
)

(
8
)

『
北
辺
紀
聞
』

の
⑥

「
正
月
十
五
日
先
達

而
上
置
候
書
簡
文

ア
ベ

セ
類
害
え
松
前
表

二
而
通
弁
認
載
候
書
壱
冊
」
。

(
9
)

高
橋
作
左
衛
門
書
簡

・
伊
能
忠
敬
宛
、

文
化

十
年
正
月
晦
付
。

(上
原
久

・
小
野
文
雄

・
広
瀬
秀
雄
編

『
天
文
暦
学
諸
家

書
簡
集
』
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BabaSajuro'sTranslationofaRussianLetter:

BeforeStudyingwithGolovnin

HIRANOMitsur切.

ItiswellknownthatBabaSajuro,whowascalledageniusin

linguistics,learnedRussianundertheguidanceofGolovnin,a

Russiancaptive,onorderoftheTokugawaShogunatein1813
'

(Bunka10),andcompleted"BunpoKihan"(StandardGrammar),

thefirstRussiangrammarinJapan.

Thisarticleattemptstointroduceanewhistoricalmaterialtitled

　HokuhenKibun"(!1Verbatim1～ θooγ4aboutムb7疏 θ7πArea:
,inthe

possessionofthemainlibraryofMeijiUniversity)whichindicates

thelinguisticabilityofSajurobeforemeetingwithGolovnin,and

disclosestheearlystageofRussianlearninginJapan.

In1811(Bunka8),CaptainGolovninandsomeofhisship's

companywerecaptllredbytheJapanesewhiletheRussianship

1)∫α紹wasengagedinmeasuringoffKunashirIslalld.Ricolodo

whoremainedinthe1)伽 αwrotealetterinRussiantothe

capturedGolovnin,andtheletterwaspickedupbytheJapanese

authorities.TheShogunatehadGolovninreadtheletterand

inquiredhimofitscontent,butthegovermentcouldnotbelieve

inthecaptive'sexplanation,TheTokugawaShogunatedirected

BabaSajurototranslatetheletterintoJapanese.SinceSajurQ

hadtakenrudimentarylessonsinRussianfromDaikokuyaKo-

dayu,aJapanesedrifterreturnedfromRussia,beforestudying

withGolovnin,hehadsomeknowledgeaboutthelanguage.

However,itseemedthatSajurowasnotproficientenoughto

translatesentencesinthelettercorrectly.

WhatSajurodidwastochooseappropriateJapanesewordsfor

eachRussianwordlistedinthenotebookwhichhehadlearned噛

fromKodayu.Atthisstageofhislearning,Sajurowasnotable

totranslatetheletterintoJapanesewellenough,andheonly
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graspedthefacttheletterwaswrittentotheRussiancaptive

ratherthantothe .Japaneseo血cials.

Then,SajurobrokethesentencesoftheIetterintoindividual

.words,whichherearrangedinalphabeticalorder,andhehanded

thislisttotheRussiancaptiveandhadhimexplainit.Sajuro's

handwritingofRussianwassoexcellentandwel1-trainedthat

Golovninwasconvincedthatthewordlisthadbeencompleted

byWesternersratherthanJapanese.SajuroapPliedthemeaning

ofRussianwordsgivenbyGolovnintoeachw'ordinthesen・

tencesoftheletter.Thus,withoutknowingRussiangra!n皿ar,

SajuroaccomplishedthetranslationinthesamewayasChinese

classicsweredealtwith..

Whileengagedinthetranslation,SajuroappealedtotheSho-

gunatethatinordertotranslateRussiancorrectlythegrammar

shouldbelearnedfrombooksandaRussiandictionaryshould
'b

eusedinsteadoflearn孟ngbyearasinthecaseofKodayu.

Ostensibly,asaresultofhisappeal,SajuroandAdachiwere

.appointedandorderedtolearnRussianundertheguidanceof

Golovnin.Consequently,theyauthoredthe丘rstRussiangrammar

inJapanastheoutcomeoftheirlearning.Thus,thebasisof

RussianlearninginJapanwasfounded.
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